
活動報告 

団 体 名 ロハス南阿蘇たすけあい 

活 動 名 被災者の経済的負担と心身ストレス軽減のための片付けと家屋保全、解体活動 

活動期間 2017年 1月～2017年 9月 

活動の成果 

南阿蘇村には、閉鎖的な空気もありましたが、一年以上の活動継続を経て、徐々

に当団体に対する信頼感も増してきました。ボランティアを丁寧にコーディネー

トすることで、徐々に受入れ体制も変化していき、個々の潜在化しているニーズ

の拾い出しもしっかりと出来るようになってきました。  

震災から時間が経過したことで、発生当初に応急措置を施した家屋の修繕部分

に関して、再度手を加える必要が生まれたり、マンパワー不足から、荷物の取り出

しも行えていない方もたくさん居ました。そういった方のニーズも丁寧に拾い上

げることが出来たと思っています。  

また、村民が中心になって活動を展開することで、少しずつですが、全員が前を

向いて次の一歩を踏み出しています。  

即時的な復旧を考えるのでは無く、長期的な目で復興に携われるように活動の

在り方を考え、今後も継続して活動していきます。 

寄付者への 

メッセージ 

この度は、当団体の活動にご理解とご支援を賜り、まことに有難う御座います。  

もう、ニュースで熊本地震のワードを聞くことも少なくなりました。ですが、ま

だまだ熊本地震の復興は続いていきます。  

少しでも長く、本支援に、人々の関心がこちらに向いて下さるように、情報発信

を継続していきます。  

災害はいつ、どこで発生するのか、誰にも予期できません。皆様のご厚意が、私

たちの活動を支えてくださっていることを忘れず、日々の活動を継続していきま

す。  

皆様のご理解と、ご協力、ご支援の程を引き続き宜しくお願い致します。 

（活動のようす） 

 


